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──周作クラブ会報　77 号──

◆
周
作
ク
ラ
ブ
新
年
会

日　

時　

２
０
２
０
年
１
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
12
時
半
～

会　

場　

広
尾
・
ラ
・
メ
ン
サ
ジ
ャ
ス
ミ
ン

会　

費　

６
，０
０
０
円

※�

会
員
の
方
に
は
、
年
末
あ
る
い
は
年
始
に

往
復
は
が
き
で
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
遠
藤
作
品
の
上
演

　

メ
ナ
ム
河
の
日
本
人

公
演
日　

�

２
０
２
０
年
２
月
15
日
～

�

３
月
７
日

会　

場　

�

静
岡
芸
術
劇
場
（
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

内
）
静
岡
市
駿
河
区
東
静
岡
２
の

３
の
１

※�

11
月
中
旬
、
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

▽�

原
作
は
、
日
本
と
タ
イ
の
架
け
橋
と
な
っ

た
山
田
長
政
を
主
人
公
に
し
た
遠
藤
周
作

の
戯
曲
。
山
田
長
政
は
駿
河
の
国
（
現
在

の
静
岡
）
出
身
で
、
江
戸
時
代
の
初
め
に

ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
（
タ
イ
）
へ
渡
り
、
日
本

人
傭
兵
部
隊
の
隊
長
や
貿
易
商
と
し
て
活

躍
し
た
。
異
国
の
地
で
「
理
想
の
国
」
を

作
ろ
う
と
奔
走
し
た
長
政
の
生
涯
を
通
じ

て
、
日
本
人
の
特
質
を
描
き
出
す
。
演
出

は
今
井
朋
彦
（
文
学
座
）。

問
合
せ
先　

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

�

０
５
４-

２
０
２-

３
３
９
９

　
　
　
　
　
（
10
時
～
18
時
）

◆
加
賀
乙
彦
会
長
の
新
刊

『
死
刑
囚
の
有
限
と
無
期
囚
の
無
限

 

―
―
精
神
科
医
・
作
家
の
死
刑
廃
止
論
』

�

コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社
・
刊

�

10
月
10
日
発
行

�

定
価　

１
，８
０
０
円
＋
税

　

本
書
は
、
加
賀
乙
彦
氏
の
評
論
集
の
中
か

ら
死
刑
囚
と
無
期
囚
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
を
中
心
に
し
て
い
る
批
評

文
を
集
め
（
略
）
精
神
科
医
・
長
編
小
説
家
・

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
の
存
在
が
生
涯
を
か

け
て
三
位
一
体
と
な
っ
て
熟
成
さ
れ
て
く
る

構
成
に
な
っ
て
い
る
（
本
書
の
オ
ビ
か
ら
）

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤「
協
力
金
」
の
お
願
い

　

総
会
の
報
告
記
事
で
、
周
作
ク
ラ
ブ
の
財

政
状
態
は
ご
承
知
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
よ
り
良
い
周
作
ク
ラ
ブ
を
作
っ
て
ゆ

く
た
め
に
、
会
員
の
皆
様
に
会
費
と
は
別
に

「
協
力
金
」
を
お
願
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

次
号
会
報
に
振
替
用
紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
、

ご
意
思
の
あ
る
方
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

一
口
一
〇
〇
〇
円
、
何
口
で
も
可
。

✤「
会
報
」
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は
１
８�

０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作
の
人

と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文
学
と

の
関
わ
り
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際
に

は
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

✤「
周
作
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大

歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
３
，０
０
０
円
。
入
会
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送
ら

れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
文
学
セ
ミ

ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品
の
足
跡
を
訪
ね
る
「
遠

藤
文
学
・
原
点
の
旅
」
へ
参
加
で
き
ま
す
。

新
年
会
、
各
種
懇
親
会
へ
の
ご
案
内
も
お
送

り
し
ま
す
。
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、

ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
ご
案
内
の
資
料
と
会
費
の
振
込
用

紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

編
集
後
記

▼
い
つ
の
間
に
か
、
す
っ
か
り
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
北
の
国
で
は
、
は
や
初
雪
も
降
っ
た
よ
う
で

す
。
気
が
つ
け
ば
暮
を
迎
え
、
年
が
明
け
て
正
月

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
さ
に
光
陰
矢
の
如

し
で
歳
月
の
経
過
の
早
さ
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。

▼
遠
藤
先
生
が
平
成
8
年
（
１
９
９
６
年
）
に

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
か
ら
、
は
や
23
年
も
経

ち
ま
し
た
。
僕
も
、
先
生
の
享
年
73
を
い
つ
の
間

に
か
越
え
て
、
来
年
1
月
に
は
77
歳
の
喜
寿
を
迎

え
ま
す
。
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、

な
ど
と
つ
い
考
え
て
し
ま
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

▼
本
会
報
も
、
今
号
で
77
号
を
迎
え
、
周
作
ク
ラ

ブ
も
来
年
は
創
立
20
周
年
と
な
り
ま
す
。
で
す
が
、

今
で
も
、
遠
藤
先
生
と
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
頂
い

た
日
々
を
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
思
い
出
し
ま
す
。
本

誌
掲
載
の
エ
ッ
セ
イ
の
ネ
タ
は
、
尽
き
ま
せ
ん
。

▼
本
会
の
会
員
数
が
、
や
や
減
り
気
味
で
す
。
ど

う
ぞ
会
員
の
皆
さ
ん
も
誘
っ
て
く
だ
さ
い
。
来
年

５
月
の「
原
点
の
旅
」は
、
静
岡
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー

で
１
泊
２
日
、
熱
海
で
解
散
で
す
。
こ
ん
な
機
会

で
な
い
と
な
か
な
か
行
か
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
と
も
あ
れ
、
皆
様

ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
…
…
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
77
号

�

２
０
１
９
年
11
月
発
行

■
発　

行　

人　

加
賀　

乙
彦

■
編　

集　

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発　

行　

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

�

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

�

　

Ｆ　

Ａ　

Ｘ　

０
３-

３
４
２
１-

１
５
２
１

●
次
回
の
会
報
発
行
は
２
月
の
予
定
で
す
。

周
作
ク
ラ
ブ
携
帯
電
話
の
廃
止
と
新
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て

　

会
報
の
奥
付
と
ク
ラ
ブ
の
封
筒
お
よ
び
振
替
用
紙
に
番
号
が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

周
作
ク
ラ
ブ
所
有
の
携
帯
電
話
を
、
利
用
者
も
少
な
く
、
経
費
の
節
約
も
考
え
ま
し
て
、

こ
の
度
、
廃
止
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
の
周
作
ク
ラ
ブ
へ
の
連
絡
窓
口
は
、
従
来
か
ら

の
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
加
え
、
新
た
に
取
得
し
た
左
記
ヤ
フ
ー
メ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

　
　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ


